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成果の特徴
• グリセミック・インデックス（GI値）測定の採血回数を低減できます．
• 全７回の採血のうち，２回を近赤外照射（採血不要）で置き換え可能です．
• 結果として得られるGI値は従来法と遜色ない結果となります．

成果の活用
近赤外センサーへの置き換え点数を増やす工夫が必要ですが，低GI食品等の開発・
試験での利用が期待されます．

女子栄養大学との共同研究の成果です
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近赤外スペクトルからの推定値採血による実測値

コマツナ 大豆 長芋 キャベツ トマト

GI = (S1/S0)×100

近赤外センサー
（採血不要）

自己血糖測定器
（要採血）

試験食

精白米 ゆかり

水

副菜

副菜

Standard food

包装米飯149 g
コマツナ（ゆで）

大豆（ゆで）

長芋（なま）

トマト（なま）

キャベツ（ゆで）

※日本GI研究会のプロトコルに準拠

Test food

60分，90分の2点の血糖値を
手のひらのへの近赤外照射
（反射強度測定）から推定

グリセミック・インデックス(GI値)とは
食品ごとの血糖値の上昇度合いを表す数値

実際には１０名の平均値

分析・標準化
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